
取り組み① 産後女性のアンケート調査

腰痛やうつ症状などのマイナートラブル関する、乳幼児健診時（4・10ヶ月）に併せたアンケートを実施。

取り組み② 妊婦に向けたリーフレットの配布

これまでの調査で得た産後のマイナートラブルに関する実情とその対策をリーフレットにまとめて配布。

①産後女性のアンケート調査結果

・2016年2月～2023年1月時点で、参加者は産後4ヶ月で延べ約1250名、産後10ヶ月で延べ約950名であった。

・調査結果は、アンケート回答者に対して個別に郵送した。

腰痛骨盤痛（左：産後4ヶ月 右：産後10ヶ月） うつ症状（左：産後4ヶ月 右：産後10ヶ月）

②妊婦に向けたリーフレット
・丹波篠山市丹南健康福祉センターに所属する助産師と連携し、妊娠中期の母親に配布した。

産後のマイナートラブルとは？

妊娠による姿勢の変化やホルモンバランスの変化、出産による筋肉への影響、産後の生活のリズムの変化により、

腰痛・尿失禁・痔・便秘・頭痛・睡眠障害・疲労・性問題など、生命の危機には至らない身体的な問題が生じる。

産後1か月以降の母親へのケアは

限られている

妊娠：母親学級・妊婦検診・母子手帳

出産：国民健康保険から42万円

赤ちゃん：予防接種・健診

産前産後に関わる、公費で負担されるサービス

母親：2週間・1か月検診

取り組み内容と結果ー丹波篠山市丹南健康福祉センターとの連携からー

母子健康応援プロジェクト−母子にやさしい街づくり−
神戸大学大学院保健学研究科 修士2年 向所 真音
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産後の母親は、育児や家事などで多忙であり自身の健康には目を向けにくい。そこで以下の取り組みを実施。


